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【結果】対象者は女性 8 名で、看護師経験平均年数は 15.4 年（8～21 年）、緩和ケア病棟
経験平均年数は 8.3 年（5～15 年）であり、そのうち 3 名が緩和ケア認定看護師の資格を
有していた。分析の結果、終末期がん患者の倦怠感に対する熟練看護師の看護実践の経験

















 本研究結果は 2017 年 2 月の日本がん看護学会学術集会で公表予定である。  
